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集まった観察情報は1,078件

カマキリは、全国で見られ、みんなが知っている昆虫では
ありますが、どこでどんな種類がみられるかといった基礎
的な情報さえ限られたものしかなく、広く各地で調べられ
たことがありませんでした。また、主に昆虫を食べる肉食
で、環境との関係を知る指標となる生き物であるため、
カマキリをとおして日本の自然のようすを知ろうと、日本
で初めて全国一斉の市民調査を実施しました。とは言っ
ても、一般に使えるような観察のマニュアルや種類の
見分け表もなかったので、それらを新たに作るところから
取り組みは始まりました。そして、カマキリの成虫を見つ
けたら、見分け表を使って種類を確かめた上で、カマキリ
の写真と観察記録（見つけた日、場所、周辺の環境な
ど）を送ってもらうという方法で、7/1からスタートしました。

8月になると全国的に成虫が見られるようになると言わ
れるカマキリですが、例年に比べて成虫になる時期が遅
かったため、調査期間を8/31から10/31まで延長した
ところ、４７都道府県、沖縄県竹富島から北海道函館市
まで６９０ヶ所から1,078件の観察情報が集まりました。
そのうち約半数の530件が関東南部（神奈川・千葉・
東京・埼玉）から寄せられたものでした。発見するのが比
較的難しいにもかかわらず、これだけの情報が集まった
ことは、意義のあることだったと思います。参加者から

集まった記録は、種類の見誤りを修正して、より正確な
観察記録としました。また、観察情報のネット投稿を受け
付けたキッズgooの特設サイトには、約138,000回ほど
のアクセスがありました。『読売ウイークリー』誌で連載さ
れた監修・岡田正哉さんによる「教えてカマキリ博士！」も、
興味深い生態がいろいろ紹介されて好評でした。

カマキリは日本に11種類生息していますが、今回見つ
かったのはそのうちの8種類でした。総観察数のうち、
送られてきた写真から種類を見分けることができたのは
567件、オオカマキリかチョウセンカマキリのいずれか
（オオカマキリ類）であることまで判定できた356件を
含めると計922件でした。種類別にみると、最も多かっ
たのはオオカマキリで、オオカマキリ類を加えると総観察
数の半分以上を占めました。次いで、ハラビロカマキリ、
コカマキリ、チョウセンカマキリと続きました。樹上性の
ヒナカマキリやヒメカマキリは、見つけにくいものの少数
ながら確認することができ、ウスバカマキリが草地や
湿地で見られたのも貴重な情報となりました。

身近な場所で生物多様性の
一端を知ろう
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見つかったカマキリの種類と数
（計1,078件）
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8（神奈川、三重、兵庫、愛媛、宮崎、鹿児島）
6（鳥取、広島、宮崎、鹿児島、沖縄）

3（秋田・広島・鳥取）
2（沖縄）
1（宮崎）

※オオカマキリ類は、オオカマキリかチョウセンカマキリのいずれか　　※観察記録がなかったのは、ヤサガタコカマキリとナンヨウカマキリ

見つかったカマキリは8種類
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NACS-J自然しらべとは

「NACS-J自然しらべ」は、毎年テーマ（観察対象）を1つ選び、全国で同時期に同じものを調べる全国一斉自然観察企画
です。参加者の地域分布に偏りはあっても、こうしたNGOによる市民参加型の全国調査はあまり例がなく、今の日本の自然
のようすを知る機会として役立っています。1995年にスタートし、今年で13回目。これまでの実施テーマは、川（1995）、海・
湖沼（1996）、里やま（1997）、里やま（1999）、川（2000）、気になる自然（2001）、渚［海・湖沼］（2002）、カメ（2003）、
カタツムリ（2004）、10年目の川（2005）、バッタ（2006）セミのぬけがら（2007）。のべ参加者数は約50,000人になりま
した。「NACS-J自然しらべ」が、身近な場所で生物多様性に気づき、“みんなでみればみえてくる”意義と面白さを知るきっかけ
になることを願っています。
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『自然保護』NO.507（2009年1月1日発行）付録

夏休み
カマキリをさがせ！

●主催：日本自然保護協会、読売ウイークリー、キッズgoo（NTTレゾナント）
●学術協力：槐真史（厚木市郷土資料館学芸員）●監修：岡田正哉（昆虫
研究會・なごや代表、愛知県尾張野生生物研究会代表）、浜口哲一（神奈川
大学理学部生物科学科特任教授）●写真提供：伊藤信男、岡田正哉、
トンボ出版、幽黙●調査マニュアルイラスト提供：岡田正哉●協力：厚木市
教育委員会、久慈琥珀博物館、鈴木覚（昭和薬局）、長島聖大（伊丹市昆虫館
学芸研究員）、矢崎充彦（名古屋昆虫同好会幹事）、山本光人（日本蛾類学会
幹事）●特別協力：学研●協賛：サニクリーン、西日本旅客鉄道、明治乳業、

日本コカ・コーラ、ヴェレダジャパン●誌面協賛：日経サイエンス（日経サイエンス社）、一個人（KKベスト
セラーズ）、旅の手帖／散歩の達人（交通新聞社）、ecomom（日経BP社）、山と渓谷（山と渓谷社）、edu
（小学館）、Tarzan／クロワッサン（マガジンハウス）●アシスタント：黛青葉（損保ジャパン環境財団・
CSOラーニング制度インターン生）、具志堅葉子、菅原啓子、若林有美子●参加人数：のべ2,420人
●調査地点：690ヶ所●実施期間：2008年7月1日～10月31日

参加者はのべ2,420人、
ひとりひとりの小さな行動から、カマキリの全国的なようすを知ることができました。
写真や観察記録と一緒に、数多くのおたよりをお寄せいただきました。
残念ながら、すべてのおたよりにご返事することはできませんが、このレポートをもって
お礼とご報告に代えさせていただきます。

夏休みの子供気分で、

宿題に出された昆虫観察を

している気分でした。

（三重県・大川さん）

お父さんと妹と草原でカマキリのようなものを

みたので捕まえてみたら、本当にカマキリだった。

その時が一番うれしかった。
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簡単に見つけら
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けれど、 なかなか見つか
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した。 （兵庫県・瀬々
倉さん）

オオカマキ
リ （宮城県・
立花さん）

いろいろ手間もかかりましたが、

知ることができてよかったです。

（東京都・中川さん）

いろいろな方にカマキリ情報を

依頼しておりましたところ、

「最近めっきり目につかなくなった」とのことで

なんだかさびしい感じです。

（三重県・加藤さん）
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）
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カマキリの全国分布を見てみよう！
カマキリの種類が見分けられたもののうち、観察数が多かった4種を全国分布図に
示しました。いずれの種も、北海道・東北からの記録がほとんどありませんが、これは
カマキリが南方系の昆虫であることに加え、これらの地域からの参加者が少なかった
ためと考えられます。なかでもハラビロカマキリやコカマキリなど、中小型で、林縁などの
見つけにくい場所に生息する種では、その傾向が顕著でした。それぞれに、これまでに

知られている生息場所を囲んだ地域範囲を重ねたところ、分布が大きく異なるものは
ありませんでした。そう言うと目新しくないと感じるかもしれませんが、詳しい分布が明ら
かになっていないカマキリにとっては、今回の観察情報の一つ一つが新記録といって
さしつかえないでしょう。また、今回これだけの分布図がを示せたことが今後の新たな
情報の掘り起こしにもつながり、カマキリ研究において意義深いものといえます。

オオカマキリ

環境別に見られたカマキリを比べてみると

カマキリは、海岸の草地、街中の植え込みから山間の林地までさまざまな環境で見られます。
おそらく、餌となる小さな昆虫が生息していれば、植生や環境にはあまり左右されない生き物
なのでしょう。
上の円グラフに、市街地、山・丘陵、草地、水田・湿地・河川敷、林地の5つの環境で見られた
カマキリの種類とその割合を示しました。そのうち、市街地と山･丘陵という対比的な環境を比
べてみると、一見あまり大きな差は見られません。ただし、市街地では山・丘陵よりハラビロカマ
キリの割合が増えています。ハラビロカマキリは樹上性のため、この結果はちょっと意外に思
いますが、おそらく山・丘陵では発見するのが難しかったのでしょう。一方、山・丘陵では
市街地より「その他のカマキリ」の割合が増えています。これは、山・丘陵は市街地に比べて
環境が多様なため、くらしぶりが異なる複数のカマキリが生息できることを表しているのでしょう。

また、草地ではコカマキリ、水田などの水辺ではチョウセンカマキリ、林地ではハラビロカマキリ
やヒメカマキリ（「その他」の多くを占めている）と、環境ごとに見られる頻度が高い種類が異
なっています。これらのことから、オオカマキリはどの環境にも割合高く生息し、これに次ぐ種類
が環境のタイプによって変わり、自然度が高くなると種類が増えるだけでなく、一角を占める
勢力になることがわかました。
なお、今回の調査では山・丘陵や林地、水田・湿地・河川敷での観察情報が少なく、自宅や
庭・公園など市街地からの報告が総観察数の約2/3を占めました。それが、実際に山・丘陵
などでは生息数が少ないのか、あるいはカマキリの姿を見つけにくかったからなのかは定か
ではありません。自宅や庭・公園以外からの報告がもう少しあってもよさそうだと思われるので、
それらの発見数を増やすためには、調査のしかたを改良する必要がありそうです。

 宮崎県でオキナワオオカマキリ発見か？
 宮崎県の市街地から送られてきた観察情報の中に、

オオカマキリの仲間の幼虫の写真がありました。それをよく見る

と、腹部先端だけをＵ字に曲げて直立する姿勢や胸部の長さ

が、オキナワオオカマキリの幼虫に酷似していました。オキナワ

オオカマキリは奄美諸島・徳之島が分布の北限ですが、昨今、

九州南部ではツマベニチョウやベニトンボが北進していたり、

大型のカマキリ類が庭や公園などで見られることを考えると、オ

キナワオオカマキリの分布北上、市街地での生息の可能性も

否定できません。そこで急遽、宮崎県内のNACS-J会員に追

加調査を呼びかけるとともに、学術協力者の槐真史さんが現

地に出かけました。しかし、観察報告があった場所を含め、宮崎

県南部から鹿児島県佐多岬までオキナワオオカマキリの成虫

は見つけられませんでした。今後は、地域の方々の目に託した

いと思います。

 北海道にカマキリは自然分布するか？ 
 北海道では従来、函館周辺からオオカマキリ類の

報告がありました。そもそも北海道にカマキリが自然分布する

かは諸説あり、最近になって札幌周辺でも発見されたことから、

地球温暖化の影響で北上か？などと今日的な話題に結びつけ

た報道がされています。これに関しては、著名な昆虫学者・小

熊捍さんが『新昆虫』（1949）という雑誌に興味深いことを書

き記されています。「染色体研究の材料としていろいろな人に

頼んでカマキリの卵を手に入れ、孵化させた幼虫を北海道大

学の庭に放ったところ、たくさんの成虫を得ることに成功した。

それによって、多くの成虫は土地に根づき、昭和初期（1940

年代後半）には札幌を中心に相当広がった」（要約）。また、

「カマキリの異常染色体」（1920）という論文では「札幌周辺

では現在まで記録はないが、唯一函館ではオオカマキリ属の

一種が記録されている」（要約・一部改変）と述べられています。

こうしたことから、札幌のものは放虫・移入由来と言えそうです

が、函館のものははたして自然分布なのか、国内貿易の有名

な港であり、江戸期に持ち込まれたことも十分考えられます。

 
 カマキリは主に肉食で、他の昆虫に比べて個体数が

少ないため、環境の変化による影響を受けやすいものと考えら

れます。今回得られた情報をもとに年ごとの変化を追っていけ

ば、環境指標としての役割を担うことができるでしょう。もしも

ある時からカマキリの姿を見かけ

なくなったら、それが環境悪化の

サインになるはずです。自宅の庭

などごく身近な場所でじっくり観

察できるので、毎年続けて注意

深く観察してみましょう。

体長6.5～10cm、胸は淡い黄色、
後バネに広く紫褐色の斑がある

コカマキリ
体長4.5～7cm、前足の内側に黒色の帯はなく、
ハネに白い紋がある

チョウセンカマキリ
体長3.5～6.5cm、前足の内側に
黒色の短い帯があり、内縁刺の基部が
1本おきに黒色

ハラビロカマキリ
体長6.5～10cm、胸はオレンジ色、
後バネに褐色の細い筋がある

市街地 山・丘陵 草地 水田・湿地・河川敷 林地

■オオカマキリ

■ハラビロカマキリ

■コカマキリ

■チョウセンカマキリ

■その他

： 今回観察報告があった地点

： 既知の生息場所を結んだ
 地域範囲

カマキリをとおして環境の変化を読みとろう


